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ゼ
ロ
エ
ミ
ポ
イ
ン
ト

就
学
援
助
費
ほ
か

〈
家
庭
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
行
動
推
進
事
業
〉

「
東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ
イ
ン
ト
」
の
申
請
受
付
期
間
を
１
年
間
延
長
し
ま
す

　
東
京
都
で
は
、
家
庭
の
省
エ

ネ
行
動
を
促
す
た
め
、
省
エ
ネ

性
能
の
高
い
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
、
給
湯
器
へ
の
買
換
え
に
対

し
、
商
品
券
な
ど
に
交
換
可
能

な「
東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ
イ
ン
ト
」

を
付
与
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

浸
透
な
ど
に
よ
り
在
宅
時
間
が

増
加
し
、
家
庭
に
お
け
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
一
層
重
要
と

な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

申
請
受
付
期
間
を
１
年
間
延
長

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
省
エ
ネ
家
電
な
ど
へ
の
買
換

え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

①
延
長
後
申
請
受
付
期
限

　
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）
＊
た
だ
し
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

②
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
機
器

　
下
表
の
と
お
り
（
延
長
後
も

変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

＊
既
存
機
器
の
撤
去
を
含
め
た

買
換
え
を
行
う
場
合
が
対
象
で

す
。

＊
購
入
前
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
店
頭
で
対
象
機
器
に
該

当
し
て
い
る
か
を
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

＊
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
分
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
割
引
券
に
、
残
り

は
商
品
券
に
交
換
で
き
ま
す
。

③
申
請
に
つ
い
て

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
て
の

申
請
手
続
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
撮
影
し
た
書
類
の
画
像
デ
ー

タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

で
、
郵
送
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

便
利
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
郵
送
申
請

　
記
入
漏
れ
が
は
あ
る
場
合
は

事
務
局
よ
り
電
話
連
絡
し
ま
す

の
で
、
申
請
書
の
コ
ピ
ー
を
お

控
え
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
先
な
ど
詳
細
は
、
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（http://www.

zero-emi-points.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
０
０
５
）
０
８
３

☎
０
３
（
６
６
３
４
）
１
３
３
７

＊
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
た
だ
し
年
末

年
始
は
除
く
）

東
京
都
環
境
局
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
（
事
業
に
つ
い
て
）

☎
０
３
（
５
３
８
８
）
３
５
３
３

対　　象　　機　　器
付与ポイント

（1ポイント＝ 1円）

エアコン
統一省エネラベル
４つ星以上

冷房
能力

2.2kw 以下 12,000

2.4kw ～ 2.8kw 15,000

3.6kw 以上 19,000

冷蔵庫
省エネ基準達成率
100％以上

定格
内容積

250 ℓ以下 11,000

251 ℓ～ 500 ℓ 13,000

501 ℓ以上 21,000

給湯器 高効率給湯器 10,000

受験生チャレンジ支援貸付事業

　東京都では一定所得以下の世帯の子供を対象に

「受験生チャレンジ支援貸付事業」を実施してい

ます。

　高等学校や大学など各種学校への受験料や、学

習塾の授業料を無利子にて貸付をし、対象となる

世帯の子供の教育機会の確保をする事業です。

　入学した場合には返済が免除されます。( 償還

免除 )

　申し込みには、対象要件などがありますので、

事業の詳細な内容についてはお問い合わせくださ

い。

※申し込み、問い合わせは、社会福祉協議会　

　　　　　　　　　　　　　　☎８３ー３８５５

 町立小中学校就学援助費の申請について

　経済的にお困りの保護者に対して、小中学

校で必要な学用品費など学校でかかる費用の

一部を援助しています。

　詳しくは学校から配布されますお知らせを

ご覧ください。

※問い合わせは、教育課　☎８３ー２２４６
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“レッツ・トライ”「可燃ごみ１０％減量化大作戦」の結果！！

【目標：一人 1日あたりの可燃ごみ量６３８．４ｇへの達成】

　３月の「可燃ごみ１０％減量化大作戦」の結果は下表のとおりです。２月分の目標達成から＋４４グ

ラムと上がってしまいましたが、住民みなさんには、引き続き生ごみの水切り、資源になる紙くずは可

燃ではなく資源として出すなどを徹底していただき、可燃ごみの減量化にご協力ください。

月
1人 1日あたりの可燃　
ごみ量（結果）（グラム）

目標との差
（グラム）

　７月分 　７６３．８ ＋１２５．４
　８月分 ８３１．３ ＋１９２．９
　９月分 ７３３．０ ＋　９４．６
１０月分 ６７３．８ ＋　３５．４
１１月分 ７３３．８ ＋　９５．４
１２月分 ７３６．２ ＋　９７．８
　１月分 ６７１．７ ＋　３３．３
　２月分 ６０３．９ －　３４．５
　３月分 ６８２．４ ＋　４４．０

　　　　　　　―“ごみを減らす１０アクション”（３Ｒ：スリーアールへの取組）―

３Ｒ（スリーアール）とは、「Reduce：リデュース（ごみの発生、資源の消費をもとから減らすこと）」、

「Reuse：リユース（くり返し使うこと）」、「Recycle：リサイクル（資源として再び利用すること）」の

英語の頭文字Ｒを三つ合わせて３Ｒ（スリーアール）と呼びます。３Ｒは、循環型社会を実現するため

の、重要なキーワードです。ごみを減らす１０アクションも、すべて３Ｒの内容にそったものです。

３Ｒのうち最も重要なＲは、リデュース（ごみの発生、資源の消費をもとから減らすこと）です。

　取組例は、多くの方が実践している「レジ袋有料化に伴い本格的に始まったマイバックの使用」です。

　レジ袋 1枚の重量は６．２５グラム～１０グラム、原油換算では１枚１４．４グラムが必要、有料化前

の国内のレジ袋使用枚数は年間約３１３億枚（国民一人当たり年間平均２６０枚）とのデータがありま

す。「ちりも積もれば山となる」のことわざもありますとおり、日々ちょっとした行動が、ごみの減量

や限りある資源の消費減少につながります。住民みなさんのご協力をお願いします。

※お問い合わせは、環境整備課（クリーンセンター）　☎８３ー２１１０

　　―可燃ごみの処理状況グラフ―

　右のグラフは、令和３年度分を含む過

去８年間分の可燃ごみ年間処理状況をグ

ラフにしたものです。平成２６年度と令

和３年度では１７１トン程度の減少と

なっています。このような状況ではあり

ますが、住民みなさんには、さらなるご

み減量にご協力をいただく目的で“レッ

ツ・トライ”「可燃ごみ１０％減量化大

作戦」としてごみの減量化をお願いして

いるところです。毎年度グラフが右肩下

がりになりますよう、引き続きご協力を

お願いいたします。
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